
ルによるシイタケの被害を回避する方策を確立す

ることを目的としており，先ず辰野町と大桑村で，

サルによる被害実態及びその区域での生息数を把

握することから始めたいと思っております。

その他今年度から

(7) 酸性雨等森林被害モニタリング事業を実施

する乙とになりました。

乙れは全国一斉に酸性雨の有無及び被害状況を

調査するもので，全国で1200の定点を，当県も34

の定点を，それぞれ5か年で調査します。

今年度は当県は， 8定点を設定して，雨水，葉，

土壌等の調査をする乙とになりましたが，当セン

ターは，乙のうちの山形村定点の調査を分担する

とともに，県下全域の調査の技術指導を担当して

おります。

3. 次年度からの研究

県民の皆さんのニ←ズが多様化してまいり，研

究内容も多岐lζわたっておりますが，次年度から

は，乙れまでの研究・業務iζ，予算等許される範

囲で次の課題を逐次加えて，研究にまい進してま

いりたいと思います。

(1) スギ花粉抑制法の解明

(2) 治山及び環境保全林緑化工iζおける最適草

本及び木本類の解明

(3) 森林の気象災害iζ関する調査研究

(4) 林木育種に関する調査研究

(5) 森林の水源かん養に関する調査研究

(6) 人工酸性雨による植物体と土壌の変化iζ関

する研究(カラマツを中心として)

(育林部遊橋)

スギ立木のトビクサレ被害の予防対策

一積極的な生枝打ちで被害を予防しよう一

1. おそろしい被害

スギノアカネトラカミキリは枯枝に産卵し，幼

虫は形成層を加害する乙となく樹幹辺材部に穿入

します。乙のためスギカミキリによる被害木のよ

うに被害を外観的な症状で区別することはできま

せん。そして乙の幼虫による幹の食害部から変色

または腐朽が生じ，乙れが飛び飛びに現われる乙

表 枯枝打ち 7年及び 9年経過後の被害発生状況

(枯枝打ちでは被害を避けるととはできない)

一試料木6本ずつの平均値一

試料木採取 1989.3 

ir¥-2? 枯枝打ち木 f枯T枝打ちを
わない木

樹 齢 26.3年 26. 3年

樹 主『司告・ 18.0 m 16. 9 m 

被害枝 個 数 5.3個 6.0個

-節数 脱出孔のあるもの 3.3個 2.5個

樹幹上の被害発生範囲 2.3-10.3m 1.7-10.8m 

材表面か幼ら5年輪までの位
置にある 虫の孔道箇所数 2. 7個 3. 3個

とから「卜ビクサレJと呼ばれ大きな損害となっ

ています。

そ乙で枯枝を除去する乙とがトビクサレを予防

できる方法となり得るか否かを検討してきました。

乙の結果，すでに枯れてしまっている枝を除去し

ても，スギ立木の幹表面には枯死した木質組織が

露出する乙とになり，これが巻き込まれるまでの

秋

冬

(枯枝内)

成虫
(羽化)

/ .f. 枯枝から

l 桔J 脱出(成虫)
14  ↓ 42害春
間 内"-，， (枯枝)

¥ 幼 卵期間一週間 j g ふ化(幼虫) I 
I¥ ノ 踊室(枯枝)

枝の表面を残\\~ を可くり始める

して脱出孔道 / 
をつくる レ/

夏

図 スギノアカネトラカミキリは 2年で 1世代
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期聞にスギノアカネトラカミキリは，乙の枯死し

た木質組織に産卵を行う ζとが明らかになってき

ました。(表参照 詳しくは，平成元年度業務報

告による)。したがって乙の被害を防ぐには，生枝

のうちに枝打ちを行うことが現在では最良の方法

と思われるので乙の点について紹介します。

2. スギノアカネトラカミキりはどんな虫か

本種はスギのほかヒノキ，サワラ，クロベ，ア

スナロなどにトビクサレを生じさせます。枯枝か

ら脱出してきた成虫は，図iζ示すように，翌年の

10月lζは成虫になります。枯枝内で越冬した成虫

は4月下旬から 5月にかけて脱出してきます。 2

年で l世代を完了するものが普通ですが，なかに

は1世代1<::3年以上かかるものも知られています。

の枝打ちを行い，枝の切断面が枯れないうちに早

く巻き込ませる乙とであり，枯枝をつくらない乙

とです。そのためには計画的な密度管理と枝打ち

を行う乙とが大切です。

幹材の主要利用対象部分iζ枯枝を残さないでそ

の部分を無被害にする乙とは規則的な枝打ちをす

ることによって可能です。そ乙で枝打ちを行う高

さは次式によって決まります。

最終枝打ち必要高>(丸太採材長)+(地際切捨

て長)+(当該枯枝より下方へのトビクサレの拡大

長)となり.そ乙で参考までにその 1例をあげる

と3m2玉lζ被害を生じさせないとすれば，地際

切捨て長を50cm，幼虫が枯枝から幹材の下方へ

穿孔する距離を10cm，変色長はその3倍の30cm

とすると，最終枝打ち必要高は 6.8ml<::なります。

したがって 7mまで枝打ちを行えばよい乙とに

なります。

乙の枝打ち管理は樹冠長が6mlとなったら 2m

打ち上げて4m残し，また樹高が2m伸長すれば

2m枝を打ちあげる乙とを繰り返すものである。

変色部 また幹の直径でみると，枝下直径がlOcm1<::達し

たら打ち止め直径が8cmになるように打ってい

食害痕 くととを繰り返すものです。との管理を行うと，

3. この被害を予防するには

(1) 生枝の枝打ちを積極的に行う乙と

すでに枯損してしまっている枝を除去してもス

ギ立木の幹表面に枯死した木質組織が露出してい

るため，スギノアカネ卜ラカミキリはその箇所lζ

産卵を行う乙とが明らかになりました。したがっ

て卜ビクサレ被害を予防するための対策は，生枝

トビクサレの防止と無節性の高い材の生産が同時

に達成されます。乙れは生長iζ特に影響を与える

ほどの強度な枝打ちではない。

(2) スギノアカネトラカミキリ生息の有無を確

かめること

スギノアカネ卜ラカミキリの行動半径は小さい

ものであり，被害の多い地域は古来よりの本種の

生息地であるととから新種造林地の周辺にスギ.

ヒノキの壮老齢林分があれば，乙の林分iζスギノ

アカネトラカミキリが生息しているか否かを誘引

器等lとより確かめておくことが大切な予防対策で

す。

(育林部小島)
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